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要約

児童・生徒・学生の体型の実態を把握するとともに、やせの子供たちの心身の

健康状態の特性を検討する目的で、玉川学園・玉川大学における 年の生活習

慣調査の分析を行った。全国値との比較では、玉川学園の児童・生徒に関しては、

男女ともやせの割合が多く、女子は肥満の割合が少ない傾向であった。また、こ

の 年間の比較では、肥満が減少し、やせが増加しており、全国と同様の傾向が

認められた。一方、高校生男子や大学生の男女で全国値に比較して肥満の頻度が

高かった。

体型が「やせ」と「普通」の両群について、心身の健康状態、自己肯定感、生

活習慣、生活リズム等について比較を行った。心身の健康状態については、不定

愁訴に関する項目で比較を行った。不定愁訴得点による比較では、男子では小中

学生で、女子では小学生から高校生で、やせ群の方が不定愁訴の有訴率が低い傾

向であった。大学生男子のやせ群では、不定愁訴の有訴率が高く、自己肯定感が

低く、統計学的有意差が認められた。今後、肥満はもとより、やせについても予

防対策や健康教育を発達段階や性の特性に応じて、家庭、学校が連携して行って

いくことが課題であると考えられた。

 はじめに

わが国では、生活習慣病予防の見地から、幼少期

からの肥満予防に関して様々な対策が講じられてき

ており、その成果として、近年では学童期から思春

期にかけて肥満の割合が減少していることが報告さ

れている 。一方、やせの割合は、 年以降一旦

減少がみられたものの、 年以降は再び増加傾向

が認められており 、若者のやせ志向や不健康やせ

の増加が指摘されている 。

児童期から思春期・青年期は成長期であり、この

時期のやせは、栄養状態の低下や疾患と関連するこ

ともあり、発育・発達への影響が大きい。また、や

せすぎは不健康やせや思春期やせ症 につながり、

深刻な身体症状や精神症状を引き起こすこともあり、

やせの予防は大変重要である。

また、思春期や青年期のやせ志向は妊娠期の体重

増加にも影響を及ぼし、低出生体重児の原因ともな

り、エピジェネティクスの観点からも、思春期から

青年期に適正体重を維持することが、将来の心身の

健康に影響するだけでなく、次世代の健康にとって

も重要な課題であると考えられる 。

本研究では児童期から思春期・青年期の子供たち

の体型の実態を把握するとともに、特にやせの子供

たちの心身の健康状態の特性を検討する目的で、調

査を実施した結果を報告したい。
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 対象と方法

対象は玉川学園に在籍する 年生〜 年生と玉川

大学 年生合計 名である。男女別、校種別内

訳を表 に示した。なお、集計解析においては、全

国値との比較を行うために、玉川学園 ・ 年生を小

学生、 ・ ・ 年生を中学生、 ・ ・ 年生を高

校生と区分した。

調査は 年 月に行い、体力テストの実施時に

「生活習慣調査」として質問紙に記入してもらった。

質問の内容は、心身の健康状態、自己肯定感、生活

習慣、生活リズムなどについての項目である。調査

結果については統計的な集計のみに用いることなど

を事前に説明し、了解の得られたものを対象とした。

集計分析には を用い、平

均値の差については、数的変数は 検定により、順

序尺度変数は の 検定により有意差検

定を行った。

なお、肥満度算定のための標準体重は、高校生以

下は財団法人日本学校保健会「児童生徒の健康診断

マニュアル（改訂版）」 （平成 年）による性・

年齢・身長別標準体重の算定式により算出し、大学

生は となる体重を標準体重とした。体型の分

類については、高校生以下は肥満度 以下をやせ、

～ 未満を普通、 以上を肥満とし、大学

生は 未満をやせ、 ～ 未満を普通、

以上を肥満とした。比較するための全国値は、高校

生以下は文部科学省「平成 年度学校保健統計」

を、大学生については「学生の健康白書 」 を

参照した。また、玉川学園・玉川大学の経年的な比

較を行うために、 年の生活習慣調査結果 を参

照した。

 結果

体型の現状

肥満度の分布を表 に示した。肥満度 以下の

割合は、男子は小学生 、中学生 、高校生

、大学生 、女子は順に 、 、 、

であった。一方、肥満度 以上の割合は、男

子は小学生 、中学生 、高校生 、大学

生 、女子は順に 、 、 、 であっ

た。やせ、普通、肥満に区分した体型分布を図 、

に示した。なお、大学生においてはやせ・肥満の判

定を で区分したため、やせは男子 、女子

、肥満は男子 、女子 となっている。

全国値と比較すると、男女とも小学生から高校生

でやせの割合が多く、小学生から高校生の女子では

肥満の割合が少なく、高校生男子、大学生男子、大

学生女子で肥満の割合が多かった。
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年と 年の結果の比較を図 、に示した。

肥満度 以下、すなわちやせの割合は高校生男子

と中学生女子を除き、すべての校種・性において増

加していた。特に、小学生男子では から 、

大学生男子は から 、小学生女子では

から と著しい増加傾向が認められた。一方、肥

満度 以上、すなわち肥満の割合は、中学生男子、

高校生男子を除き、すべての校種・性において減少

していた。顕著な減少傾向が認められたのは、小学

生男子 から 、小学生女子 から 、

高校生女子 から であった。

健康状態等との関連

体型が「やせ」と「普通」の両群について、健康

状態、自己肯定感、生活習慣、生活リズム等の各設

問毎の回答（ 択もしくは 択）の平均値の比較を

行った 表 。両群間で有意差が認められた項目は

以下であった。

男子のやせ群については、小学生では、人と話し

たくない割合が多い、朝食を摂取しないものが多い、

中学生では、横になって休みたいや目が疲れるもの

の割合が低い、テレビ・ゲーム時間が長い、高校生

はテレビ・ビデオ視聴、テレビ・ゲーム、 使用時

間が長い、運動機会が少ない、大学生は目が疲れる、

朝起きられない、やる気がでない、立ちくらみ、人

と話したくない、頭痛の有訴率が高い、スポーツが

得意でない、仲間から信頼されていない、家庭が楽

しくない、友だちより元気でない、運動機会が少な

い、といった特徴が認められた。

女子のやせ群では、小学生については有意差のあ

る項目はなかった。中学生ではイライラするが少な

い、親しい友だちが多い、起床時間が遅い、睡眠時

間が長く、高校生ではイライラするが少なく、肩が

こるが少なく、運動機会が少ない、大学生では、ス

ポーツが得意でない、親しい友だちが少ない、友だ

ちより元気がない、運動機会が少ない、という特徴

が認められた。

不定愁訴に関する設問 項目について、「全くな

い」を 、「ほとんどない」を 、「ときどき」を 、
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年と 年の結果の比較を図 、に示した。

肥満度 以下、すなわちやせの割合は高校生男子

と中学生女子を除き、すべての校種・性において増

加していた。特に、小学生男子では から 、

大学生男子は から 、小学生女子では

から と著しい増加傾向が認められた。一方、肥

満度 以上、すなわち肥満の割合は、中学生男子、

高校生男子を除き、すべての校種・性において減少

していた。顕著な減少傾向が認められたのは、小学

生男子 から 、小学生女子 から 、

高校生女子 から であった。

健康状態等との関連

体型が「やせ」と「普通」の両群について、健康

状態、自己肯定感、生活習慣、生活リズム等の各設

問毎の回答（ 択もしくは 択）の平均値の比較を

行った 表 。両群間で有意差が認められた項目は

以下であった。

男子のやせ群については、小学生では、人と話し

たくない割合が多い、朝食を摂取しないものが多い、

中学生では、横になって休みたいや目が疲れるもの

の割合が低い、テレビ・ゲーム時間が長い、高校生

はテレビ・ビデオ視聴、テレビ・ゲーム、 使用時

間が長い、運動機会が少ない、大学生は目が疲れる、

朝起きられない、やる気がでない、立ちくらみ、人

と話したくない、頭痛の有訴率が高い、スポーツが

得意でない、仲間から信頼されていない、家庭が楽

しくない、友だちより元気でない、運動機会が少な

い、といった特徴が認められた。

女子のやせ群では、小学生については有意差のあ

る項目はなかった。中学生ではイライラするが少な

い、親しい友だちが多い、起床時間が遅い、睡眠時

間が長く、高校生ではイライラするが少なく、肩が

こるが少なく、運動機会が少ない、大学生では、ス

ポーツが得意でない、親しい友だちが少ない、友だ

ちより元気がない、運動機会が少ない、という特徴

が認められた。

不定愁訴に関する設問 項目について、「全くな

い」を 、「ほとんどない」を 、「ときどき」を 、

児童・生徒・学生の体型と心身の健康状態の関連について　　7



児童・生徒・学生の体型と心身の健康状態の関連について

玉川大学・玉川学園体育・スポーツ科学研究紀要第 号

「毎日ある」を として、平均得点を不定愁訴得点

とし、校種別にやせ・普通の両群で比較した結果を

図 、 に示した。男子については、小中学生ではや

せ群において得点が低い傾向であり、中学生では有

意差が認められた。高校生と大学生ではやせ群にお

いて得点が高く、大学生で有意差が認められた。一

方、女子では、小学生から高校生まではやせ群の方

が普通群に比較して、得点がやや低い傾向が認めら

れたが統計学的な有意差はなかった。
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 考察

体型の現状

玉川学園の児童・生徒に関しては、全国値と比較

をすると、男女ともやせの割合が多く、女子では肥

満の割合が少ない傾向であった。また、 年前の

年との比較では、肥満が減少し、やせが増加し

ていた。学校保健統計においても、近年肥満は減少

しているのに対して、やせの割合は増加傾向である

と報告されており 、経年的な変化は全国と同様の

傾向といえる。しかしながら、全国値よりもやせの

頻度が高いことや、小学生男子、大学生男子、小学

生女子においてこの 年で 倍近いやせの増加が認

められたことは注目する必要がある。生魚ら は、

最近の肥満傾向児の減少および痩身傾向児の増加の

背景には、社会が肥満していることよりやせている

ことに高い価値観を持つ傾向があり、これと相まっ

て保護者が「自分の子どもが肥満する」ことを嫌う

傾向があると指摘している。子供たちの体型には、

家庭の養育環境や保護者の意識の影響も大きく、肥

満予防のみならず、やせの予防に関する保護者への

啓発も必要であると考えられる。

一方、高校生男子で肥満の割合が と、全国

値 と比較して高く、また大学生については、全

国の国立大学を対象とした調査結果と比較すると、

男女とも肥満の割合が高かった。これまでの本学園

の調査 においても、男子の場合、中学生や高校生

の時期に肥満の割合が全国値に比較して高い傾向が

認められており、経年的には減少しているものの、

生活習慣病対策としての肥満予防も継続して行って

いく必要があると考えられる。児童・生徒・学生が

それぞれ自己の適正な体型を維持できるような健康

教育や保健指導を学校と家庭が連携しながら行って

いく必要があるだろう。

やせと健康の関連

体型が「やせ」と「普通」の両群について、健康

状態、自己肯定感、生活習慣、生活リズム等につい

て比較を行った。心身の健康状態については、 の

不定愁訴に関する項目で比較を行った。その結果、

男子では、小学生で「人と話したくない」において

やせ群に高かったものの、中学生では「横になって

休みたい」「目が疲れる」についてはやせ群で訴え

が少ない傾向であった。女子では、中学生、高校生

で「イライラする」と訴える割合がやせ群の方が低

かった。不定愁訴得点による比較においても、男子

では小中学生で、女子では小学生から高校生で、や

せ群の方が不定愁訴の有訴率が低いという結果であ

った。一方、男子大学生では「目が疲れる」「朝起

きられない」「やる気がでない」「立ちくらみ」「人

と話したくない」「頭痛」についてやせ群に有訴率

が高く、不定愁訴得点による比較でも有意差が認め

られた。また、自己肯定感に関する項目においても、

大学生男子のやせ群では「スポーツが得意」「仲間

から信頼されている」「家庭での生活が楽しい」「友

だちよりも元気」の各項目で有意に得点が低かった。

やせが健康に及ぼす影響としては、摂食障害を伴

う重篤な場合は、低体温・低血圧や皮膚症状、貧血

やめまい、内臓機能異常、便秘、徐脈・不整脈、思

考や記憶力の低下、女子の場合は無月経などがあげ

られる 。一般の集団における研究では、普通体型

に比べてやせ体型のものに自覚症状を訴える割合が

高いという報告 がある。一方、俵 や尾峪ら

および池田ら による報告では、 による体型区

分では不定愁訴に差がなかったとしている。差が認

められなかった研究はいずれも大学生以降の女性が

対象であり、本研究においても、大学生女子では、

不定愁訴の有訴率や不定愁訴得点における有意な差

は認められなかった。

本研究で得られた特徴的な所見の一つとして、男

子において、高校生以上ではやせ群で不定愁訴得点

が高くなり、特に大学生男子では有意な差が認めら

れたことがあげられる。さらに、男子大学生は、や

せ群において自己肯定感が低い傾向が認められた。

志渡ら は、大学生の体型意識の性差について検討

し、男子は女子に比べて自分の体型を適性に評価し

ている割合が高かったものの、男子では理想体型や

健康体型に筋肉質体型を選んだものが多かったと報

告している。筆者らの過去の調査 でも、ボディイ

メージの認識には性差があり、女子は普通ややせの

体型にもかかわらず、「自分は太っている」と認識

する過大評価が多く、男子では、体型が適性や肥満
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の範囲にあるにもかかわらず「やせている」と自ら

の体型を過小評価するものが多かった。また、佐藤

ら は、高校生の摂食行動やボディイメージの性差

について検討した結果、男子において「やせている

ことへの周囲からの圧力」が有意に高かったと報告

している。すなわち、高校生から大学生の特徴とし

て、女子は痩身願望が強まるのに対し、男子は筋肉

質体型への願望が強まり、男子ではやせていること

を否定的にとらえるものが多くなることが推察され

る。男子のやせ群で不定愁訴の有訴率が高い理由と

して、やせていること自体の心身への影響とともに、

自分の体型に対する劣等感がストレスとなり、不定

愁訴や自己肯定感低下につながった可能性も考えら

れる。肥満またはやせなどの体型に応じた健康教育

を行っていくにあたっては、体型認識には、年齢差

や男女差があることをふまえ、保健指導等のあり方

を考えていく必要性が示唆された。

 まとめ

本研究では、児童・生徒・学生の体型の実態を把

握するとともに、やせの子供たちの心身の健康状態

の特性を検討する目的で、玉川学園・玉川大学にお

ける 年の生活習慣調査の分析を行った。

全国値との比較では、玉川学園の児童・生徒に関

しては、男女ともやせの割合が多く、女子では肥満

の割合が少ない傾向であった。また、この 年間の

比較では、肥満が減少し、やせが増加しており、全

国と同様の傾向が認められた。一方、肥満について

は、高校生男子や大学生の男女で全国値に比較して

頻度が高かった。

また、「やせ」群と「普通」群の比較を行った結

果、高校生以下の男女および大学生女子においては

両群の差は顕著ではなかったが、大学生男子では、

やせ群において不定愁訴の有訴率が高く、自己肯定

感が低い傾向が認められた。今後は、生活習慣予防

の視点から肥満予防を継続して行うこととともに、

やせへの対策も重要であり、児童・生徒・学生が適

正な体型を維持できるよう、学校と家庭が連携して

健康教育を行っていく必要がある。さらに、保健指

導にあたっては、年齢や性別の体型認識に配慮する

ことも肝要であると考えられた。
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